
(57)【要約】
【課題】タイヤの製造工程において、タイヤの加工温度である１７０～１８０℃において
も、混合された香料の９０％以上の香気成分が残存するオイルタイプの香料をタイヤ用ゴ
ムに添加して香気を発散させるタイヤ用香気ゴム組成物、及びこれを含むタイヤを提供す
る。
【解決手段】タイヤ用ゴム組成物において、原料ゴム１００ｐｈｒに対して香料０．１～
２０ｐｈｒが包含されるようにする。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 に お い て 、 原 料 ゴ ム １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ に 対 し て 、 香 料 ０ ． １ ～ ２ ０ ｐ ｈ
ｒ が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ゴ ム 組 成 物 は 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド 用 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の タ イ
ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ゴ ム 組 成 物 は 、 タ イ ヤ の サ イ ド ウ ォ ー ル 用 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 香 料 は 、 ２ ０ ℃ で 比 重 が ０ ． ５ ～ ２ ． ０ で あ り 、 ２ ０ ℃ で 屈 折 率 が １ ． ０ ～ ２ ． ０
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 香 料 は 、 ｐ － メ チ ル ア セ ト フ ェ ノ ン 、 安 息 香 酸 エ ス テ ル 、 ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド 、 桂 皮
酸 、 Ω － ブ ロ モ ス チ レ ン 、 桂 皮 酸 エ ス テ ル 、 フ ェ ニ ル グ リ シ デ ー ト エ ス テ ル 、 α － ア ル キ
ル 桂 皮 ア ル デ ヒ ド 、 桂 皮 ア ル デ ヒ ド 、 ジ ヒ ド ロ 桂 皮 ア ル デ ヒ ド 、 桂 皮 ア ル コ ー ル 、 桂 皮 エ
ス テ ル 、 ジ ヒ ド ロ 桂 皮 ア ル コ ー ル 、 ジ ヒ ド ロ 桂 皮 エ ス テ ル 、 ベ ン ザ ル ア セ ト ン 、 ジ メ チ ル
β － フ ェ ニ ル エ チ ル カ ル ビ ノ ー ル 、 ト リ ク ロ ロ メ チ ル ベ ン ジ ル ア セ テ ー ト 、 ベ ン ジ ル ア ル
コ ー ル 、 ベ ン ジ ル エ ス テ ル 、 酢 酸 ベ ン ジ ル 、 サ リ チ ル 酸 ベ ン ジ ル 、 ジ フ ェ ニ ル メ タ ン 、 酢
酸 フ ェ ニ ル 、 酢 酸 フ ェ ニ ル エ ス テ ル 、 ジ メ チ ル ベ ン ジ ル カ ル ビ ノ ー ル 、 ジ メ チ ル ベ ン ジ ル
カ ル ボ ニ ル ア セ テ ー ト 、 ト ナ リ ド 、 リ リ ア ル 、 テ ル ピ ネ オ ー ル 、 酢 酸 テ ル ピ ネ オ ー ル 、 メ
タ ニ ル ア セ テ ー ト 、 サ ン ダ ル 化 合 物 、 酢 酸 イ ソ ボ ニ ル 、 ジ ヒ ド ロ ミ ル セ ノ ー ル 、 リ ナ ロ ー
ル 、 リ ナ リ ル エ ス テ ル 、 酢 酸 リ ナ リ ル 、 ミ ル セ ノ ー ル 、 リ ラ ー ル 、 ゲ ラ ン ロ ー ル 、 ネ ロ ー
ル 、 ゲ ラ ニ ル エ ス テ ル 、 シ ト ロ ネ ロ ー ル 、 シ ト ロ ネ ラ ル 、 メ ン ト ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ シ ト ロ
ネ ラ ル 、 シ ト ロ ネ リ ル エ ス テ ル 、 シ ト ラ ル 、 ロ ノ ン 、 メ チ ル ロ ノ ン 、 ア リ ル ア ミ ル グ リ コ
レ ー ト 、 ト リ シ ク ロ デ セ ニ ル ア セ テ ー ト 、 シ ク ラ ル Ｃ 、 Ｎ － ヘ キ シ ル サ リ シ レ ー ト 、 ヘ ジ
オ ン の 中 か ら 選 択 さ れ る い ず れ か 一 つ 以 上 が 含 ま れ た 成 分 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ま た は ４ に 記 載 の タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 中 、 い ず れ か 一 項 に 記 載 の タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 か ら な る ゴ ム を 含
む タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 従 来 の タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物
に 香 気 を 発 散 す る 成 分 の 香 料 を 添 加 し 、 香 気 を 出 す よ う に す る タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ イ ヤ を 構 成 す る ゴ ム 組 成 物 は 、 ゴ ム を 始 め 、 硫 黄 や 添 加 剤 の 薬 品 な ど が 配 合 さ れ て い
る の で 、 製 造 工 程 だ け で な く 完 成 品 か ら も 異 臭 が 発 生 す る 。 ま た 、 車 両 に 装 着 さ れ た タ イ
ヤ は 、 走 行 中 の 発 熱 に 伴 い 、 そ の 異 臭 が さ ら に 強 く な る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 タ イ ヤ の 製 造 工 程 中 に 生 じ る 異 臭 に 対 し て は 、 空 気 中 に 香 料 を 散 布 し て 、 あ る
程 度 一 部 改 善 さ せ て い る が 、 完 成 品 の タ イ ヤ か ら 発 生 す る 異 臭 の 改 善 の た め に 、 香 料 を 使
用 す る こ と は 、 い く つ か の 理 由 に よ っ て 制 限 さ れ て き た 。 即 ち 、 香 料 の 添 加 に よ り タ イ ヤ
の 特 性 を 低 下 さ せ る こ と と 、 コ ス ト の 上 昇 、 さ ら に 、 香 気 は 測 定 の 基 準 が な く た だ 選 好 度
の 差 が あ る だ け と い う こ と 、 ヒ ト へ の 有 害 性 が 検 証 さ れ て い な い と い う な ど の よ う な 問 題
点 が あ る た め 、 タ イ ヤ 自 体 に 香 料 を 使 用 す る の は 不 適 切 で あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 現 在 は 香 料 に 対 す る 有 害 物 質 に 係 る 規 制 は 、 国 際 香 料 協 会 (IFA)で そ の 使 用 を
認 許 し た 原 料 の み を 使 用 し て 香 料 を 製 造 す る よ う に な っ て い る の で 、 人 体 安 全 度 に 対 し て
は そ の 保 障 が 講 さ れ て い る と 見 做 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 又 、 自 動 車 の 需 要 が 増 加 し 、 様 々 な 個 性 を 有 す る ド ラ イ バ ー が 増 加 し な が ら 、 タ イ ヤ に
対 す る 好 み も 変 化 し 、 自 動 車 の 外 観 を さ ら に デ ラ ッ ク ス 化 さ せ る た め に 、 タ イ ヤ の デ ザ イ
ン や 要 求 す る 特 性 も 多 様 に な る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の タ イ ヤ は 、 タ イ ヤ の 基 本 的 機 能 の 他 に 、 主 に 視 覚 的 な 要 素 に よ る デ ザ イ ン の 側 面
が 強 調 さ れ た が 、 視 覚 的 な 要 素 に 加 え て 、 嗅 覚 的 な 特 性 を 持 た せ る た め の 工 夫 が な さ れ て
お り 、 そ の 一 環 と し て 、 タ イ ヤ の 製 造 工 程 に お い て 、 香 気 を 出 す 成 分 の 香 料 を タ イ ヤ 用 原
料 ゴ ム に 配 合 す る こ と に よ っ て 、 タ イ ヤ か ら 香 気 を 醸 し 出 す よ う に す る こ と が 考 え ら れ て
き た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 時 、 一 般 の 香 料 と 保 留 剤 を 、 タ イ ヤ の 製 造 工 程 で 原 料 ゴ ム に 添 加 し て い た が 、 前 記
一 般 の 香 料 は 、 約 ７ ０ ℃ に お い て そ の 全 量 が 揮 発 し て し ま う の で 、 香 気 を 長 時 間 持 続 さ せ
る た め に 、 保 留 剤 を 同 時 に 使 用 し て い た 。 し か し 、 従 来 一 般 の 香 料 や 保 留 剤 は 、 タ イ ヤ 加
工 過 程 で の タ イ ヤ 加 硫 の 後 は 、 香 気 を 残 留 さ せ る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 従 来 技 術 の 有 す る 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 タ イ ヤ
の 加 工 温 度 で あ る １ ７ ０ ～ １ ８ ０ ℃ の 環 境 を 経 た 後 に も 、 ９ ０ ％ 以 上 の 香 気 成 分 が 残 留 す
る こ と の で き る オ イ ル タ イ プ の 香 料 を タ イ ヤ 用 原 料 ゴ ム に 添 加 し て 、 香 気 を 発 散 さ せ る タ
イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 前 記 香 料 成 分 が 含 有 さ れ 、 香 気 を 発 散 す る ゴ ム を 包 含 す る
タ イ ヤ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る タ イ ヤ （ タ イ ヤ の ト レ ッ ド 、 サ イ ド ウ ォ ー
ル 、 そ の 他 の 部 分 ） 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 は 、 タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 に お い て 、 原 料 ゴ ム １ ０ ０
ｐ ｈ ｒ に 対 し て 香 料 ０ ． １ ～ ２ ０ ｐ ｈ ｒ が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 原 料 ゴ ム は 、 従 来 の タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 の 原 料 ゴ ム と し て 用 い ら れ る も の で あ れ ば
、 い か な る も の で も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 原 料 ゴ ム は 、 例 え ば 、 天 然 ゴ ム を 単 独 で 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 前 記 原 料 ゴ ム は 、 例 え ば 、 ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 イ ソ プ レ ン
含 有 ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ニ ト リ ル 含 有 ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 ネ オ プ レ ン ゴ ム の
よ う な 合 成 ゴ ム を 、 そ れ ぞ れ 単 独 で 用 い る か 、 ま た は ２ 種 以 上 の 合 成 ゴ ム が 混 合 さ れ た 合
成 ゴ ム を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 原 料 ゴ ム は 、 例 え ば 、 前 記 天 然 ゴ ム と 合 成 ゴ ム と が １ ： ９ ～ ９ ： １ の 割 合 で 混 合 さ
れ た 混 合 ゴ ム を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る タ イ ヤ の ト レ ッ ド 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 に お い て 、 香 気 を 発 散 さ せ る 成 分 の 香
料 は 、 原 料 ゴ ム １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ に 対 し て ０ ． １ ～ ２ ０ ｐ ｈ ｒ が 含 ま れ て い る こ と が 好 ま し い
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。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 香 料 が 、 原 料 ゴ ム １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ に 対 し て ０ ． １ ｐ ｈ ｒ 未 満 で あ る 場 合 、 香 気 の 発 散
が 良 好 に 行 わ れ な い の に 対 し 、 原 料 ゴ ム １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ に 対 し て ２ ０ ｐ ｈ ｒ を 超 え る 場 合 、
ゴ ム の 物 性 が 低 下 す る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 で は 、 香 料 を 原 料 ゴ ム １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ に 対 し て ０ ． １ ～ ２ ０ ｐ ｈ ｒ で あ る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 香 料 は 、 天 然 香 料 ま た は 合 成 香 料 を 使 用 す る こ と が で き 、 Ｔ Ｇ Ａ 熱 分 析 器 に よ っ て
測 定 さ れ る タ イ ヤ 加 工 温 度 で あ る １ ７ ０ ～ １ ８ ０ ℃ に お い て も ９ ０ ％ 以 上 の 香 気 成 分 が 残
存 す る オ イ ル タ イ プ の 香 料 で あ っ て 、 高 い 熱 抵 抗 性 と 長 い 香 気 持 続 性 の も の を 使 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 例 え ば 、 前 記 天 然 香 料 は 、 植 物 性 香 料 と 動 物 性 香 料 と を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 合 成 香 料 は 、 植 物 か ら 採 油 さ れ る 精 油 と 、 石 油 ま た は 石 炭 か ら 得 る 芳 香 性 成 分 と に
よ っ て 、 香 気 を 発 散 す る 合 成 香 料 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 香 料 は 、 ２ ０ ℃ で 比 重 が ０ ． ５ ～ ２ ． ０ で あ り 、 ２ ０ ℃ で 屈 折 率 が １ ． ０ ～ ２ ． ０
で あ る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 本 発 明 に お い て 、 前 記 香 料 は 、 ｐ － メ チ ル ア セ ト フ ェ ノ ン (p-methyl acetophenone)
、 安 息 香 酸 エ ス テ ル (Benzoic acid ester)、 ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド (benzaldehyde)、 桂 皮 酸 (c
innamic acid)、 Ω － ブ ロ モ ス チ レ ン (Ω -Bromo styrene)、 桂 皮 酸 エ ス テ ル (cinnamic aci
d esters)、 フ ェ ニ ル グ リ シ デ ー ト エ ス テ ル (phenyl glycidate ester)、 α － ア ル キ ル 桂
皮 ア ル デ ヒ ド (α -Alkyl cinnamic aldehyde)、 桂 皮 ア ル デ ヒ ド (cinnamic aldehyde)、 ジ
ヒ ド ロ 桂 皮 ア ル デ ヒ ド (Dihydro cinnamic aldehyde)、 桂 皮 ア ル コ ー ル (cinnamic alcohol
)、 桂 皮 エ ス テ ル (cinnamic esters)、 ジ ヒ ド ロ 桂 皮 ア ル コ ー ル (Dihydro cinnamic alcoho
l)、 ジ ヒ ド ロ 桂 皮 エ ス テ ル (Dihydro cinnamic esters)、 ベ ン ザ ル ア セ ト ン (Benzal aceto
ne)、 ジ メ チ ル β － フ ェ ニ ル エ チ ル カ ル ビ ノ ー ル (Dimethyl β -phenylethyl carbinol)、
ト リ ク ロ ロ メ チ ル ベ ン ジ ル ア セ テ ー ト (Trichloro methyl benzyl acetate)、 ベ ン ジ ル ア
ル コ ー ル (Benzyl alcohol)、 ベ ン ジ ル エ ス テ ル (Benzyl esters)、 酢 酸 ベ ン ジ ル (Benzyl a
cetate)、 サ リ チ ル 酸 ベ ン ジ ル (Benzyl salicylate)、 ジ フ ェ ニ ル メ タ ン (Diphenyl methan
e)、 酢 酸 フ ェ ニ ル (Phenyl acetic acid)、 酢 酸 フ ェ ニ ル エ ス テ ル (Phenyl acetic acid es
ter)、 ジ メ チ ル ベ ン ジ ル カ ル ビ ノ ー ル (Dimethyl benzyl carbinol)、 ジ メ チ ル ベ ン ジ ル カ
ル ボ ニ ル ア セ テ ー ト (Dimethyl benzyl carbonyl acetate)、 ト ナ リ ド (Tonalid)、 リ リ ア
ル (Lilial)、 テ ル ピ ネ オ ー ル (Terpineol)、 酢 酸 テ ル ピ ネ オ ー ル (Terpinyl acetate)、 メ
タ ニ ル ア セ テ ー ト （ methanyl acetate） 、 サ ン ダ ル 化 合 物 （ sandal compounds） 、 酢 酸 イ
ソ ボ ニ ル (Isobonyl acetate)、 ジ ヒ ド ロ ミ ル セ ノ ー ル (Dihydro myrcenol)、 リ ナ ロ ー ル (L
inalool)、 リ ナ リ ル エ ス テ ル (Linalyl ester)、 酢 酸 リ ナ リ ル (Linalyl acetate)、 ミ ル セ
ノ ー ル (Myrcenol)、 リ ラ ー ル (Lyral)、 ゲ ラ ン ロ ー ル （ geranlol） 、 ネ ロ ー ル (Nerol)、 ゲ
ラ ニ ル エ ス テ ル (Geranyl ester)、 シ ト ロ ネ ロ ー ル (Citronellol)、 シ ト ロ ネ ラ ル (Citrone
llal)、 メ ン ト ー ル (Menthol)、 ヒ ド ロ キ シ シ ト ロ ネ ラ ル (Hydroxy citronellal)、 シ ト ロ
ネ リ ル エ ス テ ル （ citronellyl ester） 、 シ ト ラ ル (Citral)、 ロ ノ ン (lonone)、 メ チ ル ロ
ノ ン (Methyl lonone)、 ア リ ル ア ミ ル グ リ コ レ ー ト (Allyl amyl glycolate)、 ト リ シ ク ロ
デ セ ニ ル ア セ テ ー ト (Tricyclo decenyl acetate)、 シ ク ラ ル Ｃ (Cyclal C)、 Ｎ － ヘ キ シ ル
サ リ シ レ ー ト (N-hexyl salicylate)、 ヘ ジ オ ン (Hedione)の 中 か ら 選 択 さ れ る い ず れ か 一
つ 以 上 が 含 ま れ た 成 分 か ら な る も の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-51265 A 2007.3.1



　 本 発 明 は 、 上 述 し た 原 料 ゴ ム と 香 料 の 他 に 、 従 来 の タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 に 用 い ら れ る 補
強 剤 、 活 性 剤 、 抗 老 化 剤 、 プ ロ セ ス オ イ ル 、 加 硫 剤 、 及 び 加 硫 促 進 剤 の よ う な 各 種 の 添 加
剤 を 必 要 に 応 じ て 適 宜 選 択 し 、 適 当 な 所 定 の 含 量 で 使 用 す る こ と が で き る 。 し か し 、 こ れ
ら は 、 従 来 の タ イ ヤ 用 ゴ ム 組 成 物 に 用 い ら れ る 一 般 的 な 添 加 剤 で あ り 、 本 発 明 の 必 須 的 構
成 成 分 で は な い の で 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 記 タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 か ら な る ゴ ム を 含 む タ イ ヤ で あ る 。 こ こ
で 、 本 発 明 の タ イ ヤ は 、 乗 用 自 動 車 用 タ イ ヤ 、 ト ラ ッ ク 用 タ イ ヤ 、 バ ス 用 タ イ ヤ な ど す べ
て の タ イ ヤ に 適 用 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 タ イ ヤ の 製 造 工 程 に お け る ゴ ム の 異 臭 と 装 着 さ れ た 完 成 品 か ら 生 じ る
異 臭 を 香 気 に 取 り 替 え て タ イ ヤ の 機 能 と 外 観 と と も に 、 嗅 覚 的 特 性 を 持 た せ る タ イ ヤ を 提
供 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 特 に 、 本 発 明 に よ る タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム 組 成 物 を 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド 部 位 に 使 用 す る 場 合
、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド 部 は 、 地 面 と 直 接 接 触 し て 持 続 的 に 磨 耗 が 進 行 す る 部 位 で あ る た め 、
タ イ ヤ の 他 の 部 位 と 比 べ て 、 弱 い 香 気 の 香 料 を 使 用 し て も 、 タ イ ヤ の ト レ ッ ド 部 の 磨 耗 の
進 行 と と も に 、 そ の 香 気 を 長 い 時 間 持 続 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 サ イ ド ウ ォ ー ル の 場
合 も 、 他 の 部 位 よ り も 熱 が 少 な く 蓄 積 さ れ る の で 、 そ の 香 気 を 長 く 持 続 さ せ る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 実 施 例 、 比 較 例 、 試 験 例 を 参 照 し て 、 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 こ
れ ら 実 施 例 は 、 本 発 明 を 説 明 す る た め の 好 適 な 実 施 例 で あ っ て 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 が こ れ
ら 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム を 原 料 ゴ ム と し 、 こ の 原 料 ゴ ム １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ に 対 し て カ ー ボ ン
ブ ラ ッ ク （ Ｎ ３ ３ ０ ） ８ ０ ｐ ｈ ｒ 、 亜 鉛 華 ３ ｐ ｈ ｒ 、 ス テ ア リ ン 酸 ２ ｐ ｈ ｒ 、 抗 老 化 剤 （
２ ， ２ ， ４ － ト リ メ チ ル － １ ， ２ － ジ ヒ ド ロ キ ノ リ ン ） ２ ． ７ ５ ｐ ｈ ｒ 、 ワ ッ ク ス ２ ｐ ｈ
ｒ 、 プ ロ セ ス オ イ ル １ ５ ｐ ｈ ｒ 、 香 料 ０ ． ７ ｐ ｈ ｒ を バ ン バ リ ー ミ キ サ ー (Banbury mixer
)に 入 れ て 、 １ ５ ０ ℃ で ３ ０ 分 間 配 合 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 後 、 加 硫 剤 と し て 硫 黄 ２ ｐ ｈ ｒ 、 加 硫 促 進 剤 と し て Ｎ － ブ チ ル ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル ス
ル フ ェ ン ア ミ ド （ Ｎ Ｓ ） ２ ． ３ ｐ ｈ ｒ を 、 前 記 配 合 物 に 添 加 し 、 １ ６ ０ ℃ で ２ ０ 分 間 加 硫
し て 、 タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 香 料 は 、 ２ ０ ℃ で 比 重 が ０ ． ９ ２ ８ ～ ０ ． ９ ４ ８ で あ り 、 ２ ０ ℃ で 屈 折 率 が １ ． ４
４ ３ ～ １ ． ４ ６ ３ で あ る 酢 酸 リ ナ リ ル (linalyl acetate)と リ ナ ロ ー ル (linalool)を 含 有
す る 香 料 （ ラ ベ ン ダ ー 香 ） を 使 用 し た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 香 料 を ５ ｐ ｈ ｒ 使 用 し た こ と の 他 は 、 前 記 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 タ イ ヤ 用 香 気 ゴ ム を
製 造 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 比 較 例 ＞
　 香 料 を 使 用 し な い こ と の 他 は 、 前 記 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 タ イ ヤ 用 ゴ ム を 製 造 し た 。
実 施 例 １ ， ２ 及 び 比 較 例 の 成 分 組 成 を 次 の 表 １ に 整 理 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ 試 験 例 １ ＞
　 前 記 実 施 例 １ 、 ２ 及 び 比 較 例 で 製 造 し た タ イ ヤ 用 ゴ ム に 対 し て 、 表 ２ に 記 載 さ れ た 物 性
を Ａ Ｓ Ｔ Ｍ 関 連 規 定 に よ り 測 定 し 、 そ の 結 果 を 下 記 の 表 ２ に 示 す 。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ 試 験 例 ２ ＞
　 前 記 実 施 例 １ 、 ２ 、 及 び 比 較 例 で 製 造 し た そ れ ぞ れ の タ イ ヤ 用 ゴ ム に 対 し て 、 香 気 発 散
の 有 無 と そ の 程 度 を 測 定 し 、 そ の 結 果 を 下 記 の 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 香 気 発 散 の 可 否 に つ い て は 、 ２ ０ 名 （ 男 女 、 各 １ ０ 名 ） の 嗅 覚 官 能 検 査 員 に よ っ て 、 そ
れ ぞ れ の ゴ ム の 匂 い を 測 定 さ せ た 後 、 そ の 反 応 を 整 理 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 表 ３ 】
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 試 験 例 １ の 物 性 測 定 の 結 果 か ら 、 本 発 明 に よ り 製 造 し た 実 施 例 １ 、 ２ の 香 気 ゴ ム は
、 香 料 が 添 加 さ れ て い な い 一 般 の ゴ ム 成 分 か ら な る 比 較 例 の ゴ ム と 比 較 す る と き 、 同 等 水
準 以 上 の 物 性 を 有 し て い る こ と を 分 か る 。 な お 、 試 験 例 ２ の よ う に 、 官 能 試 験 に よ る ゴ ム
の 匂 い を 測 定 し た と こ ろ 、 本 発 明 の 実 施 例 １ 、 ２ の 香 気 ゴ ム は 、 ゴ ム の 匂 い が な く 、 香 気
が 発 散 さ れ る の に 対 し て 、 比 較 例 の ゴ ム で は 、 一 般 の ゴ ム の 匂 い だ け だ っ た こ と を 分 か る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 即 ち 、 本 発 明 に お い て 香 料 を 添 加 し た ゴ ム は 、 香 料 の 成 分 に よ っ て 特 異 な 香 気 を 発 散 し
て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 当 該 技 術 の 分 野 に お け
る 当 業 者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 本 発 明 の 思 想 及 び 領 域 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 内
で 本 発 明 を 多 様 に 修 正 及 び 変 更 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
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